
第２節 水 環 境

１ 水 環 境 の 現 況


 概 況

本県の公共用水域は、吉野川及び那賀川水系を中心に、勝浦川大中小河川並びに瀬戸内海、紀伊水道及びこれ

らに接続する港湾等の海域からなり、恵まれた水環境を形成し、また、水道、水産、農業及び工業用水等に広く

利用されています。

これらの公共用水域の水質を保全するため、主要な１８河川及び９海域について環境基準の類型指定を行ってお

り、平成１３年度は公共用水域の水質測定計画に基づき、環境基準点を中心に河川７４、海域４７の計１２１地点につい

て調査を実施しました。

代表的な水質指標の生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）又は化学的酸素要求量（ＣＯＤ）による類型指定水域の

環境基準達成状況は、河川２６水域において９６％、海域１１水域において９１％となっています。

全測定項目の基準適合状況は、利水上の障害をもたらす生活環境項目について、ｐＨ、ＤＯ（溶存酸素量）、

河川のＢＯＤ、ＳＳ（浮遊物質量）、海域のＣＯＤ、大腸菌群数、油分の適合率は河川・海域とも大半が９０％以

上と全国平均をうわまわる比較的高い適合状況でありましたが、河川の大腸菌群数のみが例年同様４３％と全国の

傾向と同じで低い適合状況でありました。また、全窒素及び全燐は、類型指定している海域４水域すべてにおい

て環境基準を達成していました。

健康項目のカドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、トリクロロエチ

レン、テトラクロロエチレン等の２６項目については、２，０６２検体の測定を行った結果、全ての地点、全ての項目

において環境基準を達成していました。

図２―２―１１ 主な公共用水域及び環境基準点
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一方、小河川等の一部においては、周辺地域の都市化の進展に伴う未処理の生活排水及び未規制事業場等の排

水の影響による水質汚濁がみられており、今後とも、下水道整備等による総合的な水質汚濁防止の推進が必要で

す。

海域における赤潮については、県下の沿岸地域において継続的に発生がみられていますが、その発生件数は平

成元年以降低い水準にあります。

県下の主な公共用水域のうち、水質汚濁に係る環境基準として、生活環境保全に関する基準の類型指定を行っ

ている水域及び環境基準点は図２―２―１１のとおりです。

また、本県の地下水は貴重な水資源として広く活用されており、その汚染を防止することは重要であり、平成

元年度から地下水の水質の汚濁の防止を図ることを目的として、地下水の水質の監視測定を実施しています。平

成１３年度は地下水の水質測定計画に基づき、県下の９１井戸の地下水について、トリクロロエチレン、テトラクロ

ロエチレン等の地下水の環境基準項目についての水質調査を実施しました。

その結果、９１地点のうち８７地点においては、全ての項目について環境基準を達成しておりました。

� 公共用水域の水質汚濁の状況

水質汚濁防止法第１６条の規定により作成した、平成１３年度の公共用水域の水質の測定に関する計画に基づき、

国土交通省、県、徳島市、鳴門市、小松島市、阿南市及び北島町が、４７水域で水質、１５水域で底質をそれぞれ測

定しました。（表２―２―３３）

�表２―２―３３ 測定点及び検体数

ア 環境基準適合状況

水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境の保全に関する環境基準は、水域の利用目的、水質汚濁の状況等

により、河川及び海域の各類型を指定し、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ（河川）、ＣＯＤ（海域）、ＳＳ（河川）、大腸

菌群数、油分（海域）、全窒素及び全燐（海域）の各項目について、基準値が定められています。

平成１３年度の環境基準点における各項目の基準適合状況は、河川における「大腸菌群数」を除いて高い適合

率を示しています。（表２―２―３４、表２―２―３５）

測 定 事 項

河 川 数 等 測 定 点 検 体 数

（ ）内は
類 型 指 定
水 域 数

環 境 基 準
測 定 点

補 助
測 定 点

生 活 環 境
項 目

健 康
項 目 等

そ の 他
項 目

水

質

河 川 ３８
（２６）

２６ ４８ ５，７３６ １，７３７ ２，５７９

海 域 ９
（１１）

２５ ２２ ３，８７０ ３２５ １，４６７

計 ４７
（３７）

５１ ７０ ９，６０６ ２，０６２ ４，０４６

底 質 １７ １８ ８ １７ １６６ ７８

水

環

境
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	表２―２―３４ 環境基準適合状況（生活環境項目・平成１３年度・環境基準点）

（河 川）

（海 域）

類

型

水
域
数

測定項目 基 準 値 測 定 値
検 体
総 数

環境基準
値を超え
る検体数

適合率
（％）

環境基準類型あてはめ水域

Ａ ６

ｐＨ ７．８～８．３ ５．９～８．４ ３９２ １３ ９７ 那賀川河口
椿 泊 湾
県南沿岸海域
県北沿岸海域
紀伊水道海域
橘 港

ＤＯ ７．５㎎／�以上 ５．３～１２ ３９２ １３２ ６６

ＣＯＤ ２㎎／�以下 ＜０．５～５．４ ３９２ ３６ ９１

油分 検出されないこと ＮＤ ７６ ０ １００

大腸菌群数 １０００ＭＰＮ／１００�以下 ０．０e０～２．４e３ ９２ ４ ９６

Ｂ ３

ｐＨ ７．８～８．３ ６．９～８．３ １２０ ８ ９３ 小 松 島 港
勝浦川河口
紀伊水道海域

ＤＯ ５㎎／�以上 ５．８～１１ １２０ ０ １００

ＣＯＤ ３㎎／�以下 ０．９～５．５ １２０ １４ ８８

油分 検出されないこと ＮＤ ２０ ０ １００

Ｃ ２

ｐＨ ７．０～８．３ ７．１～８．３ ９６ ０ １００ 富 岡 港
小 松 島 港ＤＯ ２㎎／�以上 ５．０～１１ ９６ ０ １００

ＣＯＤ ８㎎／�以下 １．３～１０ ９６ ９ ９１

計 １１

ｐＨ ５．９～８．４ ６０８ ２１ ９７

ＤＯ ５．０～１２ ６０８ １３２ ７８

ＢＯＤ ＜０．５～１０ ６０８ ５９ ９０

ＳＳ ＮＤ ９６ ０ １００

大腸菌群数 ０．０e０～２．４e３ ９２ ４ ９６

合 計 ２，０１２ ２１６ ８９

類

型

水
域
数

測定項目 基 準 値 測 定 値
検 体
総 数

環境基準
値を超え
る検体数

適合率
（％）

環境基準類型あてはめ水域

Ａ４ ４

ｐＨ ６．８～８．５ ６．５～８．４ ４８ ０ １００ 吉野川上流
勝浦川上流
那賀川上流
海部川上流

ＤＯ ７．５㎎／�以上 ８．１～１２ ４８ ０ １００

ＢＯＤ １㎎／�以下 ＜０．５～１．４ ４８ ４ ９２

ＳＳ ２５㎎／�以下 ＜１～７０ ４８ １ ９８

大腸菌群数 ５０ＭＰＮ／１００�以下 ４．０e０～１．３e４ ４８ ３６ ２５

Ａ １２

ｐＨ ６．８～８．５ ６．２～８．９ １５６ ５ ９７ 吉野川下流 旧吉野川上流
勝浦川下流 那賀川下流
桑野川上流 福 井 川
椿 川 日 和 佐 川
牟 岐 川 海部川下流
母 川 宍 喰 川

ＤＯ ７．５㎎／�以上 ７．１～１４ １５６ ２ ９９

ＢＯＤ ２㎎／�以下 ＜０．５～４．５ １５６ ２ ９９

ＳＳ ２５㎎／�以下 ＜１～１５ １５６ ０ １００

大腸菌群数 １０００ＭＰＮ／１００�以下 ０．０e０～２．４e５ １５６ ９５ ３９

Ｂ ６

ｐＨ ６．８～８．５ ６．５～８．９ ８４ ２ ９８ 旧吉野川下流 撫 養 川
今切川下流 桑野川下流
岡 川 新町川下流

ＤＯ ５㎎／�以上 ４．１～１２ ８４ ４ ９５

ＢＯＤ ３㎎／�以下 ＜０．５～１０ ８４ ９ ８９

ＳＳ ２５㎎／�以下 ＜１～１９ ８４ ０ １００

大腸菌群数 ５０００ＭＰＮ／１００�以下 ４．５e１～２．４e６ ８４ ３４ ６０

Ｃ ４

ｐＨ ６．８～８．５ ６．４～９．２ ７２ ４ ９４ 今切川上流 新町川上流
神 田 瀬 川 打 樋 川ＤＯ ５㎎／�以上 ２．４～２１ ７２ １３ ８２

ＢＯＤ ５㎎／�以下 ０．５～１１ ７２ ７ ９０

ＳＳ ５０㎎／�以下 ＜１～３２ ７２ ０ １００

計 ２６

ｐＨ ６．２～９．２ ３６０ １１ ９７

ＤＯ ２．４～２１ ３６０ １９ ９５

ＢＯＤ ＜０．５～１１ ３６０ ２２ ９４

ＳＳ ＜１～７０ ３６０ １ ９９

大腸菌群数 ０．０e０～２．４e６ ２８８ １６５ ４３

合 計 １，７２８ ２１８ ８７
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（海 域）

イ 環境基準達成状況

� 河川におけるＢＯＤ

河川における代表的な有機汚濁の

指標であるＢＯＤについての環境基

準は、平成１３年度は２６水域中２５水域

で達成され達成率は、９６％となって

おります。（表２―２―３６）

�イ 海域におけるＣＯＤ

海域における代表的な有機汚濁の

指標であるＣＯＤについての環境基

準は、１１水域中１０水域で達成され達

成率は、９１％となっております。（表

２―２―３６）

	表２―２―３６ 達成状況の推移 （平成９年度～平成１３年度）

ウ 生活環境項目

� 河 川

ａ 吉野川水系

吉野川は四国三郎として知られる県内最大の一級河川であり、幹線流路延長１９４㎞、流域面積３，７５０�で

数多くの支川と合流しながら流下し、下流部で旧吉野川、今切川、新町川等の派川を有しています。その

流域には徳島市をはじめ３３市町村、人口約６５万人を有し、河口地域においては人口及び企業の集中がみら

れ、利水面では、上水道、工業用水、かんがい用水等として広く利用されています。

類

型

水
域
数

測定項目 基 準 値 測 定 値
検 体
総 数

環境基準
値を超え
る検体数

適合率
（％）

環境基準類型あてはめ水域

Ⅱ ３
全窒素 ０．３㎎／�以下 ０．０６～０．６３ ９６ １ ９９ 県北沿岸海域 橘 港

紀伊水道海域全リン ０．０３㎎／�以下 ０．０１３～０．０８９ ９６ １１ ８９

Ⅲ １
全窒素 ０．６㎎／�以下 ０．１ ～０．４３ １２ ０ １００ 小松島港
全リン ０．０５㎎／�以下 ０．０２～０．０７８ １２ ２ ８３

合 計 ２１６ １４ ９４

類

型

水
域
数

年度

測定項目

適 合 率（％）

９ １０ １１ １２ １３

河

川

２６

ｐＨ ９９ ９７ ９８ ９７ ９７

ＤＯ ９１ ９０ ９５ ９４ ９５

ＢＯＤ ９６ ９３ ９５ ９５ ９４

ＳＳ １００ ９９ ９９ ９９ ９９

大腸菌群数 ４１ ３８ ４６ ４４ ４３

計 ８７ ８５ ８８ ８７ ８７

海

域

１１

ｐＨ ９５ ９８ ９４ ９４ ９７

ＤＯ ８１ ８３ ８２ ８３ ７８

ＣＯＤ ８９ ８９ ９０ ９２ ９０

油分 １００ １００ １００ １００ １００

大腸菌群数 １００ １００ ９６ ９１ ９６

計 ８９ ９１ ８９ ９０ ８９

年度区分 ９ １０ １１ １２ １３

河

川

あ て は め 水 域 数 ２６ ２６ ２６ ２６ ２６

達 成 水 域 数 ２５ ２４ ２５ ２４ ２５

達 成 率（％） ９６ ９２ ９６ ９２ ９６

達成できなかった水域名 岡 川
岡 川
打 樋 川

打 樋 川
岡 川
打 樋 川

岡 川

海

域

あ て は め 水 域 数 １１ １１ １１ １１ １１

達 成 水 域 数 １０ １０ ９ １０ １０

達 成 率（％） ９１ ９１ ８２ ９１ ９１

達成できなかった水域名 橘 港 橘 港
那賀川河口
小 松 島 港

那賀川河口 那賀川河口

水

環

境

	表２―２―３５ 適合状況の推移 （平成９年度～平成１３年度）
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吉野川水系においては、５河川、９水域に環境基準の類型あてはめを行っています（図２―２―１２）。新

町川は、昭和４０年代前半には新町橋でＢＯＤが３０㎎／�を超える汚濁がみられましたが、法令等による排

水規制、下水道事業の推進、市民の清掃活動等により、現在は３㎎／�以下にまで水質が改善されました。

平成１３年度の環境基準点における測定結果は、表２―２―３７のとおりであり、全ての水域において、ＢＯ

Ｄに係る環境基準は達成されています。

また、ＢＯＤ年平均値の経年変化は、図２―２―１３のとおりです。

図２―２―１２ 吉野川水系環境基準点

	表２―２―３７ 吉野川水系の測定結果 （平成１３年度）

� 平均：日間平均値の年平均値 ７５％値：日間平均値の年間７５％値 en：×１０n

測定値の単位：ｐＨは水素イオン濃度指数、大腸菌群数はＭＰＮ／１００�、それ以外㎎／�

水 域 名
（河川名等）

地 点 名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均

吉 野 川（上流） 大 川 橋 ＡＡ ６．７～８．４ １０ ０．８ １．０ ７ １．９e３

吉 野 川（下流） 高 瀬 橋 Ａ ７．４～７．７ ９．５ ０．８ １．０ ２ ３．５e３

旧吉野川（上流） 市 場 橋 Ａ ７．３～７．７ ９．１ ０．９ １．０ ８ １．８e４

旧吉野川（下流） 大 津 橋 Ｂ ７．５～８．０ ８．７ １．０ １．２ ８ ７．０e３

撫 養 川 大 里 橋 Ｂ ６．５～７．４ ８．３ １．５ １．７ ３ ８．５e３

今 切 川（上流） 鯛浜堰上流側 Ｃ ７．１～８．１ ９．２ １．６ ２．５ ５ ２．３e４

今 切 川（下流） 加賀須野橋 Ｂ ７．５～８．０ ８．１ １．２ １．３ ５ １．６e４

新 町 川（上流） 新 町 橋 Ｃ ７．２～８．１ ４．６ ２．６ ２．４ ２ １．３e５

新 町 川（下流） 漁 連 前 Ｂ ７．５～８．１ ６．１ １．５ １．６ ２ １．１e４
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図２―２―１３ ＢＯＤ平均値の経年変化（吉野川水系）

（吉 野 川）

（旧吉野川）

（今切川、撫養川）

（新 町 川）

水

環

境
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ｂ 勝浦川及び神田瀬川

勝浦川は、幹線流路延長４９．６㎞、流域面積２２４�と本県の２級河川の中で最も大きな河川です。流域人

口は約５万２千人で、工場等の汚濁源は少なく、農業用水、上水道等の利水が広く行われています。平成

１３年度の測定結果ではＢＯＤ７５％値は、上流の福原大橋＜０．５㎎／�、下流の飯谷橋０．８㎎／�であり、良好

な水質を保っています。

神田瀬川は、小松島市の市街地を流れる自流の少ない感潮河川であり、生活排水の負荷が大きい河川で

あります。平成１３年度の測定結果ではＢＯＤ７５％値は３．２㎎／�であり、環境基準は達成されています。

（図２―２―１４、表２―２―３８、図２―２―１５）

図２―２―１４ 勝浦川及び神田瀬川環境基準点

	表２―２―３８ 勝浦川及び神田瀬川の測定結果 （平成１３年度）

図２―２―１５ ＢＯＤ年平均値の経年変化（勝浦川及び神田瀬川）

（勝浦川、神田瀬川）

水 域 名
（河川名等）

地 点 名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均

勝 浦 川（上流） 福 原 大 橋 ＡＡ ６．５～７．５ １０ ０．５ ＜０．５ １ １．５e３

勝 浦 川（下流） 飯 谷 橋 Ａ ７．３～８．９ ９．８ ０．７ ０．８ ２ ３．５e３

神 田 瀬 川 神 代 橋 Ｃ ６．４～７．７ ６．４ ２．８ ３．２ ２ ４．８e５

－ 68 －－ 68 －



ｃ 那賀川水系等

那賀川はその源を剣山近辺に発し、県下有数の多雨地帯を流れ、桑野川、岡川等の支派川を有し、紀伊

水道に流入する幹線流路延長１２５㎞、流域面積８７４�、流域人口約９万１千人を有する県下第２の一級河川

です。上流域では豊富な水量を水力発電に利用し、下流域では農業用水及び上水道に幅広く利用されてい

ます。

また、打樋川及び福井川は橘港へ、椿川は椿泊湾へそれぞれ流入しています。

平成１３年度の環境基準点（図２―２―１６）における測定結果は、表２―２―３９のとおりであり、ＢＯＤに

係る環境基準は岡川が未達成となりました。この河川は生活排水、未規制事業場排水等の影響を直接受け

やすい河川であるためと考えられます。

また、ＢＯＤ年平均値の経年変化は、（図２―２―１７）のとおりです。

図２―２―１６ 那賀川水系等環境基準点

	表２―２―３９ 那賀川水系等の測定結果 （平成１３年度）

水 域 名
（河川名等）

地 点 名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均

那 賀 川（上流） 蔭 谷 橋 ＡＡ ６．７～８．４ １０ ０．６ ０．５ ４ １．４e３

那 賀 川（下流） 那 賀 川 橋 Ａ ６．９～８．２ ９．７ ０．６ ０．７ ２ ８．０e２

桑 野 川（上流） 桑 野 谷 橋 Ａ ６．５～７．９ １０ １．４ １．６ ３ ７．３e４

桑 野 川（下流） 富 岡 新 橋 Ｂ ７．２～８．９ ９．６ １．８ ２．５ ８ ２．１e５

岡 川 文 化 橋 Ｂ ６．５～７．９ ８．４ ３．１ ３．４ ４ ４．６e４

打 樋 川 天 神 橋 Ｃ ６．８～９．２ １０ ４．５ ４．９ １７ ２．２e４

福 井 川 大 西 橋 Ａ ７．１～７．６ ８．７ １．１ １．５ ２ ４．２e４

椿 川 加 茂 前 橋 Ａ ７．０～７．７ ９．７ ０．７ ０．７ １ １．６e４

水
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図２―２―１７ ＢＯＤ平均値の経年変化（那賀川水系等）

（那 賀 川）

（桑 野 川）

（岡川、打樋川）

（福井川、椿川）
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ｄ 県南沿岸海域に流入する河川

当海域に流入する主要な河川は、日和佐川、牟岐川、海部川及び宍喰川であり、中でも海部川は県下の

２級河川のうち勝浦川に次いで大きな河川で、幹線流路延長は３６．３㎞です。これらの河川の流域には、人

口の集中及び工業等は少なく大きな汚濁源はありません。

平成１３年度の環境基準点（図２―２―１８）における測定結果は、表２―２―４０のとおりであり、すべての

水域においてＢＯＤに係る環境基準は達成されています。

また、ＢＯＤ年平均値の経年変化は、図２―２―１９のとおりであり、例年とほぼ同程度になっています。

図２―２―１８ 県南沿岸海域に流入する河川環境基準点

	表２―２―４０ 県南沿岸海域に流入する河川の測定結果 （平成１３年度）

水 域 名
（河川名等）

地 点 名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均

日 和 佐 川 永 田 橋 Ａ ６．２～８．２ ９．６ ０．６ ０．５ ＜１ １．７e３

牟 岐 川 牟 岐 橋 Ａ ６．９～８．０ ９．５ ０．５ ＜０．５ ＜１ ２．７e３

海 部 川（上流） 吉 野 橋 ＡＡ ７．０～８．２ ９．５ ０．５ ０．５ １ ３．３e２

海 部 川（下流） 新海部川橋 Ａ ７．０～７．９ ９．４ ０．５ ０．５ １ ５．８e２

母 川 母 川 橋 Ａ ６．９～７．９ ９．３ ０．５ ＜０．５ １ ２．４e３

宍 喰 川 中 角 橋 Ａ ６．６～７．８ ９．４ ０．５ ０．５ １ １．３e３

水

環

境
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図２―２―１９ ＢＯＤ平均値の経年変化（県南沿岸海域に流入する河川）

�イ 海 域

ａ 県北沿岸海域

本海域は、播磨灘南部、ウチノ海及び鳴門海峡からなる水域であり、その大部分は瀬戸内海国立公園区

域に指定され、また、水産資源の豊富な海域です。本海域に流入する汚濁源としては、無機化学工業、水

産食料品加工業等の事業場がありますが、その汚濁負荷量は比較的少ない状況です。

平成１３年度の環境基準点（図２―２―２０）における測定結果は、表２―２―４１のとおりです。４基準点（類

型Ａ）におけるＣＯＤ７５％値は、１．４～１．５㎎／�で、ＣＯＤに係る環境基準は達成されています。

ＣＯＤ年平均値の経年変化は、図２―２―２１のとおりであり、例年とほぼ同程度となっています。

また、全窒素及び全燐の３基準点における平均値は０．１５～０．１８㎎／�及び０．０２３～０．０２９㎎／�であり、全

窒素及び全燐に係る環境基準は達成されています。

（日和佐川、牟岐川）

（海 部 川）

（母川、宍喰川）
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	表２―２―４１ 県北沿岸海域の測定結果 （平成１３年度）

図２―２―２１ ＣＯＤ年平均値の経年変化（県北沿岸海域）

ｂ 紀伊水道海域

本海域は、瀬戸内海と外海の太平洋を結び、船舶の往来

の多い海域です。また、県の人口及び企業の集中する県東

部地区の沿岸海域であり、河川からの汚濁負荷がある水域

です。

平成１３年度の環境基準点（図２―２―２２）における測定

結果は、表２―２―４２のとおりです。類型Ａ水域の３基準

点におけるＣＯＤ７５％値は１．５㎎／�であり、類型Ｂ水域の

Ｓｔ－９では２．２㎎／�で両水域ともＣＯＤに係る環境基準

は維持達成されています。また、全窒素及び全燐の３基準

点における平均値は、０．１５～０．１８㎎／�及び０．０２１～０．０２４

㎎／�であり、全窒素及び全燐に係る環境基準は達成されています。

ＣＯＤ年平均値の経年変化は、図２―２―２３のとおりです。

� 平均：日間平均値の年平均値 ７５％値：日間平均値の年間７５％値 ＮＤ：不検出 en：×１０n

測定値の単位：ｐＨは水素イオン濃度指数、大腸菌群数はＭＰＮ／１００�、それ以外㎎／�

図２―２―２０ 県北沿岸海域環境基準点

水 域 名
（河川名等）

地点名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＣＯＤ 油 分 大腸菌群数 全窒素 全リン

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均 平 均 平 均

県北沿岸海域 Ｓｔ－１ Ａ ８．０～８．２ ７．９ １．３ １．４ ＮＤ ０．０e０ ０．１８ ０．０２９

〃 Ｓｔ－２ 〃 ８．０～８．２ ７．９ １．３ １．５ ＮＤ １．０e０ ０．１７ ０．０２３

〃 Ｓｔ－３ 〃 ８．０～８．２ ８．０ １．３ １．５ ＮＤ ２．１e０ － －

〃 Ｓｔ－９ Ｂ ８．０～８．２ ７．６ １．２ １．４ ＮＤ ３．７e０ ０．１５ ０．０２４

水

環

境

図２―２―２２ 紀伊水道海域環境基準点
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	表２―２―４２ 紀伊水道海域の測定結果 （平成１３年度）

図２―２―２３ ＣＯＤ年平均値の経年変化（紀伊水道海域）

ｃ 県南沿岸海域

本海域は、太平洋に面した外洋

性の海域であり、当該地域は人口

及び工場が少なく、流入する河川

の水質も良好であり、また、天然

の好漁場を有する水域です。

平成１３年度の環境基準点（図２

―２―２４）における測定結果は、

表２―２―４３のとおりであり３基

準点（類型Ａ）におけるＣＯＤ７５％

値は最大値は１．３㎎／�であり、

ＣＯＤに係る環境基準は達成され

ています。

ＣＯＤ年平均値の経年変化は、

図２―２―２５のとおりであり、例

年とほぼ同程度となっています。

	表２―２―４３ 県南沿岸海域の測定結果 （平成１３年度）

水 域 名
（河川名等）

地点名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＣＯＤ 油 分 大腸菌群数 全窒素 全リン

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均 平 均 平 均

紀伊水道海域 Ｓｔ－１ Ａ ８．０～８．３ ７．９ １．５ １．５ ＮＤ １．６e０ ０．１８ ０．０２４

〃 Ｓｔ－２ 〃 ８．１～８．２ ８．０ １．４ １．５ ＮＤ ４．３e１ ０．１５ ０．０２１

〃 Ｓｔ－３ 〃 ８．１～８．２ ７．９ １．４ １．５ ＮＤ ４．８e０ ０．１６ ０．０２２

〃 Ｓｔ－４ 〃 ８．０～８．２ ７．８ １．９ ２．２ ＮＤ － － －

� 表２―２―９と同じ。

水 域 名
（河川名等）

地点名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＣＯＤ 油 分 大腸菌群数

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均

県南沿岸海域 Ｓｔ－１ Ａ ８．１～８．２ ７．７ １．２ １．３ ＮＤ １．９e０

〃 Ｓｔ－２ 〃 ８．１～８．３ ７．６ １．０ １．１ ＮＤ １．６e０

〃 Ｓｔ－３ 〃 ８．１～８．３ ７．５ ０．９ １．１ ＮＤ ０．０e０

図２―２―２４ 県南沿岸海域環境基準点
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図２―２―２５ ＣＯＤ年平均値の経年変化（県南沿岸海域）

ｄ 港湾等の海域

港湾及び河川の河口部においては、小松島港、富岡港、椿泊湾、橘港、勝浦川河口及び那賀川河口に海

域の類型指定を行っています。（図２―２―２６）

小松島港は、重要港湾として海上交通の拠点となっており、船舶の航行が多く、また、生活系、産業系

の汚濁負荷があります。富岡港は、那賀川の派川の河口部に位置し、岡川及び桑野川の流域にあり、生活

排水及び製紙工場等の排水の流入汚濁負荷があります。

椿泊湾は、椿川が流入する天然の良港であり、勝浦川河口及び那賀川河口は海水の影響を受ける感潮域

です。

橘港は重要港湾であり、沿岸に発電所や化学工場が立地しております。

平成１３年度の測定結果は、表２―２―４４のとおりであり、ＣＯＤに係る環境基準は那賀川河口において

未達成となったほかは全ての水域で達成され

ています。

また、ＣＯＤ年平均値の経年変化は、図２

―２―２７のとおりです。

また、全窒素及び全燐の各基準点の平均値

は、小松島港が０．２９㎎／�及び０．０３８㎎／�、

橘港が０．１６㎎／�及び０．０２１～０．０２２㎎／�であ

り、全窒素及び全燐に係る環境基準は達成さ

れています。

水

環

境

図２―２―２６ 港湾等の海域環境基準点等
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	表２―２―４４ 港湾等の海域の測定結果 （平成１３年度）

図２―２―２７ ＣＯＤ平均値の経年変化（港湾等）

（勝浦川河口）

（小松島港）

水 域 名
（河川名等）

地点名
類

型

ｐＨ ＤＯ ＣＯＤ 油 分 大腸菌群数 全窒素 全リン

最小～最大 平 均 平 均 ７５％値 平 均 平 均 平 均 平 均

勝浦川河口 勝 浦 浜 橋 Ｂ ６．９～８．１ ８．１ ２．１ ２．５ ＮＤ － － －

小 松 島 港 Ｓｔ－１ Ｂ ８．０～８．３ ８．６ ２．３ ２．７ ＮＤ － － －

〃 Ｓｔ－２ 〃 ７．９～８．３ ８．６ ２．４ ２．９ ＮＤ － － －

〃 Ｓｔ－３ 〃 ８．０～８．３ ８．６ ２．３ ２．５ ＮＤ － ０．２９ ０．０３８

〃 Ｓｔ－４ Ｃ ７．９～８．３ ８．７ ２．６ ２．９ － － － －

那賀川河口 那賀川鉄橋 Ａ ６．９～８．４ ８．８ ２．４ ２．７ ＮＤ ３．７e２ － －

富 岡 港 Ｓｔ－１ Ｃ ７．２～８．１ ７．２ ４．５ ４．９ － － － －

〃 Ｓｔ－２ 〃 ７．１～８．１ ７．３ ５．４ ６．３ － － － －

〃 Ｓｔ－３ 〃 ７．１～８．１ ７．１ ５．８ ６．２ － － － －

椿 泊 湾 Ｓｔ－１ Ａ ８．１～８．３ ８．３ １．８ ２．０ ＮＤ ８．５e０ － －

〃 Ｓｔ－２ 〃 ８．１～８．３ ８．３ １．７ １．９ ＮＤ ４．３e０ － －

橘 港 Ｓｔ－１ Ａ ８．１～８．２ ８．２ １．６ １．７ ＮＤ １．２e２ ０．１６ ０．０２１

〃 Ｓｔ－２ 〃 ８．１～８．２ ８．０ １．７ １．８ ＮＤ １．３e１ ０．１６ ０．０２２

〃 Ｓｔ－３ 〃 ８．１～８．２ ８．１ １．７ １．７ ＮＤ ６．３e０ － －
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エ 健 康 項 目

水質汚濁に係る環境基準のうち、人の健康の保護に関する環境基準は、２６項目（カドミウム、全シアン、鉛、

六価クロム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、ジクロロメタン等）が定められております。

平成１３年度においては、環境基準点を中心に、河川４０地点、海域１４地点の２，０６２検体の測定を行った結果、

全ての地点、全ての項目において環境基準を達成していました。（表２―２―４５）

（那賀川河口）

（富 岡 港）

（椿 泊 湾）

（橘 港）

水

環

境
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�表２―２―４５ 健康項目測定結果表（平成１３年度・水域別総括表）

（河 川）

水域名 吉 野 川 勝 浦 川 小 松 島 港
流 入 河 川 那 賀 川 橘 港

流 入 河 川
椿 泊 湾
流 入 河 川

県 南 沿 岸
流 入 河 川 計

測定地点数 （２２） （２） （１） （６） （２） （１） （６） （４０）

項目名 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値

カ ド ミ ウ ム ０／３８ ＜０．００５ ０／６ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５ ０／４ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５ ０／７６ ＜０．００５

全 シ ア ン ０／３８ ＮＤ ０／６ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１２ ＮＤ ０／４ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１２ ＮＤ ０／７６ ＮＤ

鉛 ０／４４ ０．００８ ０／６ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／７８ ＜０．００６ ０／４ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５ ０／１４８ ＜０．００８

六 価 ク ロ ム ０／２４ ＜０．０５ ０／６ ＜０．０５ ０／２ ＜０．０５ ０／６ ＜０．０５ ０／４ ＜０．０５ ０／２ ＜０．０５ ０／１２ ＜０．０５ ０／５６ ＜０．０５

ヒ 素 ０／３６ ＜０．００５ ０／６ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５ ０／４ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５ ０／７４ ＜０．００５

総 水 銀 ０／５４ ＜０．０００５ ０／１２ ＜０．０００５ ０／６ ＜０．０００５ ０／９０ ＜０．０００５ ０／１２ ＜０．０００５ ０／６ ＜０．０００５ ０／３６ ＜０．０００５ ０／２１６ ＜０．０００５

ア ル キ ル 水 銀 ０／４０ ＮＤ ０／１２ ＮＤ ０／６ ＮＤ ０／１８ ＮＤ ０／１２ ＮＤ ０／６ ＮＤ ０／３６ ＮＤ ０／１３０ ＮＤ

Ｐ Ｃ Ｂ ０／２２ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／９ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／６ ＮＤ ０／４３ ＮＤ

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン ０／３２ ＜０．００３ ０／５ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／９ ＜０．００３ ０／２ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／６ ＜０．００３ ０／５６ ＜０．００３

テトラクロロエチレン ０／３２ ＜０．００１ ０／５ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／９ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／６ ＜０．００１ ０／５６ ＜０．００１

ジ ク ロ ロ メ タ ン ０／２５ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／９ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／６ ＜０．００２ ０／４６ ＜０．００２

四 塩 化 炭 素 ０／２５ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／９ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／６ ＜０．０００２ ０／４６ ＜０．０００２

１，２－ ジ ク ロ ロ エ タ ン ０／２５ ＜０．０００４ ０／２ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／９ ＜０．０００４ ０／２ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／６ ＜０．０００４ ０／４６ ＜０．０００４

１，１－ジクロロエチレン ０／２５ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／９ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／６ ＜０．００２ ０／４６ ＜０．００２

シス－１，２－ジクロロエチレン ０／２５ ＜０．００４ ０／２ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／９ ＜０．００４ ０／２ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／６ ＜０．００４ ０／４６ ＜０．００４

１，１，１－トリクロロエタン ０／３２ ＜０．１ ０／５ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／９ ＜０．１ ０／２ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／６ ＜０．１ ０／５６ ＜０．１

１，１，２－トリクロロエタン ０／２５ ＜０．０００６ ０／２ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／９ ＜０．０００６ ０／２ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／６ ＜０．０００６ ０／４６ ＜０．０００６

１，３－ジクロロプロペン ０／２５ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／９ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／６ ＜０．０００２ ０／４６ ＜０．０００２

チ ウ ラ ム ０／２３ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／９ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／６ ＜０．００２ ０／４４ ＜０．００２

シ マ ジ ン ０／２３ ＜０．０００３ ０／２ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／９ ＜０．０００３ ０／２ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／６ ＜０．０００３ ０／４４ ＜０．０００３

チ オ ベ ン カ ル ブ ０／２３ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／９ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／６ ＜０．００２ ０／４４ ＜０．００２

ベ ン ゼ ン ０／２５ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／９ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／６ ＜０．００１ ０／４６ ＜０．００１

セ レ ン ０／２３ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／９ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／６ ＜０．００５ ０／４４ ＜０．００５

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ０／１３１ １．２ ０／２ ０．６８ ０／１ ０．５２ ０／９ １．０ ０／２ ０．５８ ０／１ ０．５２ ０／６ ０．３３ ０／１５２ １．２

ふ っ 素 ０／９ ０．１ ０／２ ０．１ ０／７ ＜０．１ ０／２ ０．１ ０／１ ０．１ ０／６ ０．１ ０／２７ ０．１

ほ う 素 ０／９ ＜０．１ ０／２ ＜０．１ ０／７ ０．１ ０／２ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／６ ＜０．１ ０／２７ ０．１

－
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－



（海 域）

水域名 県 北 沿 岸
海 域

紀 伊 水 道
海 域

県 南 沿 岸
海 域 勝浦川河口 小 松 島 港 那賀川河口 富 岡 港 橘 港 椿 泊 湾 計

測定地点数 （１） （２） （１） （１） （２） （２） （１） （４） （１） （１５）

項目名 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値 ｍ／ｎ 最大値

カ ド ミ ウ ム ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５

全 シ ア ン ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１２ ＮＤ

鉛 ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１６ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／２６ ＜０．００５

六 価 ク ロ ム ０／１ ＜０．０５ ０／２ ＜０．０５ ０／１ ＜０．０５ ０／１ ＜０．０５ ０／２ ＜０．０５ ０／１ ＜０．０５ ０／１３ ＜０．０５ ０／１ ＜０．０５ ０／２２ ＜０．０５

ヒ 素 ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５

総 水 銀 ０／１ ＜０．０００５ ０／２ ＜０．０００５ ０／１ ＜０．０００５ ０／１ ＜０．０００５ ０／２ ＜０．０００５ ０／６ ＜０．０００５ ０／１ ＜０．０００５ ０／１ ＜０．０００５ ０／１ ＜０．０００５ ０／２６ ＜０．０００５

ア ル キ ル 水 銀 ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１０ ＮＤ

Ｐ Ｃ Ｂ ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／２ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１ ＮＤ ０／１２ ＮＤ

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン ０／１ ＜０．００３ ０／２ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／２ ＜０．００３ ０／２ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／１ ＜０．００３ ０／１２ ＜０．００３

テトラクロロエチレン ０／１ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１２ ＜０．００１

ジ ク ロ ロ メ タ ン ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１２ ＜０．００２

四 塩 化 炭 素 ０／１ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１２ ＜０．０００２

１，２－ ジ ク ロ ロ エ タ ン ０／１ ＜０．０００４ ０／２ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／２ ＜０．０００４ ０／２ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／１ ＜０．０００４ ０／１２ ＜０．０００４

１，１－ジクロロエチレン ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１２ ＜０．００２

シス－１，２－ジクロロエチレン ０／１ ＜０．００４ ０／２ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／２ ＜０．００４ ０／２ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／１ ＜０．００４ ０／１２ ＜０．００４

１，１，１－トリクロロエタン ０／１ ＜０．１ ０／２ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／２ ＜０．１ ０／２ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／１ ＜０．１ ０／１２ ＜０．１

１，１，２－トリクロロエタン ０／１ ＜０．０００６ ０／２ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／２ ＜０．０００６ ０／２ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／１ ＜０．０００６ ０／１２ ＜０．０００６

１，３－ジクロロプロペン ０／１ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／２ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１ ＜０．０００２ ０／１２ ＜０．０００２

チ ウ ラ ム ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１２ ＜０．００２

シ マ ジ ン ０／１ ＜０．０００３ ０／２ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／２ ＜０．０００３ ０／２ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／１ ＜０．０００３ ０／１２ ＜０．０００３

チ オ ベ ン カ ル ブ ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／２ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１ ＜０．００２ ０／１２ ＜０．００２

ベ ン ゼ ン ０／１ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／２ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１ ＜０．００１ ０／１２ ＜０．００１

セ レ ン ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／２ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１ ＜０．００５ ０／１２ ＜０．００５

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ０／１ ＜０．２５ ０／２ ＜０．２５ ０／１ ＜０．２５ ０／２ ０．６２ ０／２ ＜０．２５ ０／２ ０．４１ ０／１ ０．４８ ０／１ ＜０．２５ ０／１ ＜０．２５ ０／１３ ０．６２
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オ 水質自動測定機器による測定結果

今切川の鯛浜堰上流側及び勝浦川の田浦堰上流側において、水質自動測定機器による測定を行っています。

その結果は次のとおりです。

	表２―２－４６ 水質自動測定器による測定結果

� 底質の状況

県内の主要な河川及び海域において実施した底質の測定結果は、表２―２―４７のとおりであり、総水銀及びＰ

ＣＢについては、現在定められている暫定除去基準を超える値は測定されず、全般的に有害物質による汚染はみ

られませんでした。

	表２―２―４７ 平成１３年度公共用水域底質測定結果

測定項目

測 定 局

ｐＨ 濁 度 ＤＯ ＣＯＤ

最小～最大
（月平均）

最小～最大
（月平均） 年 平 均 最小～最大

（月平均） 年 平 均 最小～最大
（月平均） 年 平 均

今 切 川 水 質
自 動 測 定 局 ６．５～８．３ ３～８６ １０ ４．７～１１．８ ８．５ ０．７～４．１ ２．１

勝 浦 川 水 質
自 動 測 定 局 ６．８～８．３ ０～６２ ８ ２．１～１２．２ ９．８ ０．０～２．０ ０．８

�１．今切川水質自動測定局 １）環境基準 河川「Ｃ」 ２）測定場所 鯛浜堰上流側
２．勝浦川水質自動測定局 １）環境基準 河川「Ａ」 ２）測定場所 田浦堰上流側

河 川
海 域 名

地 点 名
地 点
統 一
番 号

カドミ
ウ ム
（µ�／�）

全 シ
ア ン
（µ�／�）

鉛
（µ�／�）

クロム
（６価）
（µ�／�）

ヒ 素
（µ�／�）

総水銀
（µ�／�）

アルキ
ル水銀
（µ�／�）

ＰＣＢ
（µ�／�）

総
クロム
（µ�／�）

銅
（µ�／�）

マンガン
（µ�／�）

ＣＯＤ
乾 泥
（㎎／�）

強 熱
減 量
（％）

含水量
（％）

吉 野 川 高 瀬 橋 ００２―０１＜０．０５ ＜０．５ ３．７ ＜１．０ ＜０．５ ０．０１＜０．０１＜０．０１ ８８ ２３．２ １ ２１

旧 吉 野 川
市 場 橋 ００３―０１＜０．０５ ＜０．５ ６．９ ＜１．０ ０．５ ０．０６＜０．０１＜０．０１ ９０ ３９．８ ６ ３９

大 津 橋 ００４―０１＜０．０５ ＜０．５ ３．８ ＜１．０ ＜０．５ ０．０２＜０．０１＜０．０１ １０７ ２６．６ ２ ２５

今 切 川
鯛浜堰上流側 ００５―０１＜０．０５ ＜０．５ ２５．３ ＜１．０ １．２ ０．２２＜０．０１＜０．０１ ２５１ １０６ ８ ４７

加賀須野橋 ００６―０１＜０．０５ ＜０．５ ６．２ ＜１．０ ＜０．５ ０．２２＜０．０１＜０．０１ ８１ ２３．５ １ ２４

新 町 川 新 町 橋 ００８―０１ ０．５９ ４６ ＜２ ６．１ ０．７９＜０．０１ ０．１３ ２９ ６．３ ３８．４

勝 浦 川 飯 谷 橋 ０１７―０１＜０．０５ ５．７ ＜２ ２．３ ０．０４＜０．０１＜０．０１ ＜０．５ ２．２ ４．６

那 賀 川
蔭 谷 橋 ０１１―０２ ０．０９ ５．１ ＜２ ３．３ ０．１７＜０．０１ １．０ ２．４ １８．４

那 賀 川 橋 ０１２―０１＜０．０５ ＜０．５ ８．７ ＜１．０ ＜０．５ ０．０６＜０．０１＜０．０１ ６３ １７．９ １ ２０

那賀川河口 那賀川鉄橋 ６０４―０１＜０．０５ ＜０．５ ２．８ ＜１．０ ＜０．５ ０．０４＜０．０１＜０．０１ ５４ ９．６ １ ７

桑 野 川
富 岡 新 橋 ０１４―０１＜０．０５ ＜０．５ ６．７ ＜１．０ ＜０．５ ０．２３＜０．０１＜０．０１ ４４ １０．２ ２ ２５

領 家 ０１４―５２＜０．０５ ＜０．５ ３３．５ ＜１．０ １．２ １．４９＜０．０１＜０．０１ ２５６ ８９．３ ２１ ７０

岡 川 文 化 橋 ０１５―０１ ０．２８ ２７．９ ＜２ １．３ ０．１６＜０．０１ ５．４ ２．４ ２７．３

打 樋 川 天 神 橋 ０２０―０１ ０．４４ ３５．９ ＜２ ８．９ ０．６８＜０．０１ ３２．７ ７．５ ４９．２

椿 川 加 茂 前 橋 ０１８―０１ ０．１２ １８．７ ＜２ ４．７ ０．１１＜０．０１ ３．８ ３．０ ２８．０

海 部 川 吉 野 橋 ０２３―０１ ０．１４ ７．０ ＜２ ３．５ ０．１０＜０．０１ ０．６ ２．０ １５．８

宍 喰 川 中 角 橋 ０２６―０１ ０．０９ ８．０ ＜２ ４．７ ０．１０＜０．０１ １．７ ２．３ ２６．４

紀 伊 水 道
海 域

Ｓ ｔ － ４ ６０９―５１＜０．０５ ６．７ ＜２ ３．６ ０．０５＜０．０１ ２．３ ２．２ ２６．１

Ｓ ｔ － ５ ６０９―５２＜０．０５ ７．０ ＜２ ３．１ ０．０５＜０．０１ ２．０ ２．２ ２８．１

Ｓ ｔ － ７ ６０９―５４＜０．０５ １１．１ ＜２ ５．９ ０．１７＜０．０１ ６．２ ３．８ ２８．４

Ｓ ｔ － ９ ６１０―０１＜０．０５ ６．９ ＜２ ４．３ ０．０３＜０．０１ １．２ １．８ ２２．７

富 岡 港 Ｓ ｔ － ２ ６０１―０２ ０．２４ ２４．０ ＜２ ６．３ ０．４６＜０．０１ ２５．４ ７．１ ３７．３

橘 港

Ｓ ｔ － ア ７０１―９１ ０．１０ １１．０ ＜２ ７．１ ０．３４＜０．０１ １４０ ４６０ １３．４ ５．３ ３１．０

Ｓ ｔ － イ ７０１―９２ ＜２ １８０ ６２０ ２２．３ ７．３ ４３．３

Ｓ ｔ － ウ ７０１―９３ ＜２ １００ ５８０ １３．８ ４．６ ２６．６

Ｓ ｔ － エ ７０１―９４ ０．２９ １９．７ ＜２ ７．３ ０．３５＜０．０１ １２０ ５５０ ２０．８ ５．７ ４８．７
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